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熊舶讐さくらサイエンスプラン』友情と感激

八戸工琴南等専門学校の活動報告

清原雑居(産業システム
工学科環境都市･建築デ
ザインコース准教授)
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ベーパートラス榛の製作tIよる八lE高専と香港-vE学生との国際交流
八戸高専学生がT.Aに八戸眉専学生がティーチングアシスタン,i

(T.A.･)とな-､英語コミュニケーションを通して､香港IvE　(Institute ofVocaticlnalEducation)　の土木工学を専攻している学生とともに1.制約条件下でのペ-バIILラスの設計'製作を実施した｡問題解決能力と其の英語コミュニケーシnン能力の向上をLE:指し'交流が行われた｡

本プロジエクーの実施前に'本牧学生のみ

の事前語学研修を-か月前に1回と直前3H

間に行い､挨拶やプレゼンの資料説明の英文､発音のチェックを行った｡-か月前の研修では､You Tubeなどで英会話の動画をチェックしー英語に慣れるよう滑示した｡

初EEの開講式の後は､学生主体で緊張をと

きほぐすためのじゃんけん大会ー自己崩介'他者腐介ゲームなどがアイスブレイクとして行われた｡ウエルカムパーティーを兼ねた昼食は和やかな雰田気のもとで行われ､積極的に会話がなされていた｡その後はープロジェクトの説明､トラス構造についてのプレゼンー具体的な静材に作用する軸力の計算方法などの説明が本校学生から行われた｡香港IvEの学生も構造力学の授業で､同様の計算を既に学んでいたようで､本牧学生からの講義は対敵になったようである｡
2日呂は､上路式アーチ棒では日本最大長

である城ケ倉大橋､奥入瀬渓流､十和田湖､八戸工業地帯を見学した｡いずれの見学地でも本牧学生が英語で説明を行った｡
3日目は､トラス韓の全長朗5.トラス構

スパン長54m'スパン中央に荷重を載有､工作用敵は4枚以内という制約条件の中でトラス理絵に基づいたペーパーブリッジの設計に
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取-掛かった｡設計の補助ツールとして､有限要素法による軸力計算のコードを与えー荷重載荷時の挙動予測などを行いながらーグループごとで最適な構造の槍を作るための討議がなされた(写真-)0
4日且は'写真2に示した

ように'工作用親を用いての.製作を祈った｡グループメンバーが協力し合い､作製方法について議論しながら､取り組んでいた｡トラス計算方法の確認､二次元有限要素法のコードを用いた挙動予漸'作製のしや.すさも含め七再検討が､実務とほぼ同じ流れで行われた｡写真3に完成した10政分の作品萱不す｡
5日目は写真4に示すよう

にー各姓の完成した-ラス橋のデザインコンセプト'工夫した点などのプレゼンを市っ
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た後､載荷試験を実施し､最大荷重を競い合った｡載荷試験時には'二次元のトラス理論過-にはいかない新たな課題が多-見出された｡写真5に示すように､三次元的な方向の

盛り上がったペーパートラス橋載荷試験ペーパパトラス橋の製作は､受落着のレベ
ルに応じて初心者から専門家まで楽しめるテーマで失敗がない｡各班で製作した多様なペ

影響､接合方法ー軸力以外にもロープをかけた部材に作用するモーメントの影響'部材の断面形状'部材長さと座属強度など､様々な検討課題が生じた｡
10班分試験したところ､破壊荷重の最

大値は253[Ⅳ]'平均147[N]であった.

この後､昼食を兼ねたフェアウェルパ
ーティー､開講式を終え､予定通り終了した｡
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